
2021 年１１月２１日 聖日礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■聖歌３９２「神はひとり子を」 
①神はひとり子を  たもうほどに 世びとを愛したもう  神は愛なり  
 
※ああ神は愛なり  けがれ果てし われさえ愛したもう  神は愛なり 
 
②罪をば おかして  神にそむき 敵とう われさえ  なお愛したもう  
 
 
 
■鹿のように 

谷川の流れを慕う 鹿のように 主よ わが魂 あなたを慕う 
 あなたこそ わが盾 あなたこそ わがちから 
 あなたこそ わが望み われは 主を仰ぐ 
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■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名
み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
 
 
 
■交読 詩篇１１８篇１９～２９節 
19 義の門よ 私のために開け。 

私はそこから入り 主に感謝しよう。 
20 これこそ主の門。 

正しい者たちはここから入る。 
21 私はあなたに感謝します。 

あなたが私に答え 私の救いとなられたからです。 
22 家を建てる者たちが捨てた石 

それが要の石となった。 
23 これは主がなさったこと。 

私たちの目には不思議なことだ。 
24 これは主が設けられた日。 

この日を楽しみ喜ぼう。 
25 ああ 主よどうか救ってください。 

ああ 主よどうか栄えさせてください。 
26 祝福あれ 主の御名によって来られる方に。 

私たちは主の家からあなたがたを祝福する。 
27 主こそ神。主は私たちに光を与えられた。 

枝をもって 祭りの行列を組め。 
祭壇の角のところまで。 

28 あなたは私の神。私はあなたに感謝します。 
あなたは私の神。私はあなたをあがめます。 

29 主に感謝せよ。主はまことにいつくしみ深い。 
その恵みはとこしえまで。 

 
 



■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
 
 
■聖書朗読 ルカの福音書１９章３７～４０節 
37 イエスがいよいよオリーブ山の下りにさしかかると、大勢の弟子たち

はみな、自分たちが見たすべての力あるわざについて、喜びのあまりに
大声で神を賛美し始めて、 

38 こう言った。「祝福あれ、主の御名によって来られる方、王に。天には
平和があるように。栄光がいと高き所にあるように。」 

39 するとパリサイ人のうちの何人かが、群衆の中からイエスに向かって、
「先生、あなたの弟子たちを叱ってください」と言った。 

40 イエスは答えられた。「わたしは、あなたがたに言います。もしこの人
たちが黙れば、石が叫びます。」 

 
 
■聖歌１３４「おおくのかむり」（１，２節） 
①おおくのかむり いざささげよこひつじは座せり 高き御座に  

わがたましい うたえたかく みがわりとなりし 主なるイエスを  
 
②おおくのかむり いざささげよ はじめよりありし 神なる主に  

君はわれの うき悩みを つぶさに知りたもう 神にぞます  
 
 
 

■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄え
み さ か え

あれ 御栄え
み さ か え

あれ アーメン 



 
 
【自宅での礼拝の手引き】  

・招詞   招詞を読みます 
・賛美   歌います 
・主の祈り 主の祈りを祈ります 
・交読   交読箇所を読みます 
・礼拝祈祷 次の言葉を祈りましょう 

「天の父なる神様。今、あなたの御前で礼拝をささげられ
ることを感謝します。兄弟姉妹と場所は異なりますが、心
を一つにして礼拝をささげます。主の臨在を、今、ここに
現してください。私たちの救い主、イエス・キリストの御
名によって祈ります。アーメン」 

・使徒信条 使徒信条を告白します 
・聖書朗読 聖書朗読箇所を読みます 
・説教   聖書朗読箇所を思い巡らしましょう 
・賛美   歌います 
・献金   主から受けたものの中で私がささげられるものや分かち

合えるものは何か思い巡らしましょう。それをささげな
がら歩めるように主の助けを祈りましょう。 

・頌栄   頌栄をささげます 
・祝祷   心の中で祝祷を読み、最後に「アーメン」と告白しましょう 

「願わくば 主イエス・キリストの恵み 父なる神の愛 
聖霊の親しい交わりが教会員一同の上に とこしえにあ
りますように アーメン」 


